
【諮問事項】 

ア 令和４年度中区役所費の予算要求の概要について 

【協議事項】 

ア 第３次浜松市子供読書活動推進計画（案）のパブリック・コメン

トの実施について 

イ 第１１次浜松市交通安全計画（案）のパブリック・コメントの 

実施について 

ウ 蜆塚遺跡保存活用計画の策定について（中間報告） 

【報告事項】 

 ア 令和３年度中区地域力向上事業「市民提案による住みよい地域づ

くり助成事業」二次募集の選考結果について 

 イ 元城小学校跡地の発掘調査成果について 

令和３年９月２９日開催 

中区協議会

令和 3 年度 第４回中区協議会

会議資料



 第９号様式                     諮問―ア 

     区 協 議 会 

区  分 ■諮問事項   □協議事項   □報告事項 

件  名  令和４年度区役所費予算要求の概要 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

令和４年度浜松市予算の編成に関して、中区区役所費の予

算要求を行う。

各政策・事業の選択と集中を徹底し、限られた財源を最大

限有効に活用することで、中期財政計画に基づく持続可能な

財政運営を確保しつつ、DX（デジタルトランスフォーメーシ

ョン）、デュアルモード社会への対応を始めとした必要な諸施

策を積極的に推進していく。

対象の区協議会 中区協議会 

内  容 

令和４年度中区区役所費の予算要求の概要について 

諮問するもの。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

・ ９月２９日：諮問 

・１０月１１日：答申 

・１０月１６日：財政課へ予算要求 

担当課 中区振興課 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。





（単位：千円）
4年度当初
要求額Ａ

3年度当初
予算額Ｂ

増減
（Ａ-Ｂ）

中区役所費 283,126 271,177 11,949

11,350 9,575 1,775

110,942 101,538 9,404

148 148 0

10,788 9,618 1,170

107,432 106,845 587

42,466 43,453 △ 987

令和４年度　中区役所費　予算要求の概要（案）

費用項目 内  　容

人件費を除く

区管理運営事業 区役所の運営や公有財産の維持管理等に要する経費

協働センター管理運営事業 協働センターの運営や維持管理等（保守点検、光熱費など）に要する経費

区協議会運営事業 区協議会開催に要する経費（郵便料など）

自治会振興事業

○自治会集会所整備助成金：5,589千円
 【内訳】・改築（耐震補強無し）（上限3,000千円）3件　海老塚、新町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 元目町
　　　　 ・改築（耐震補強有り）（上限3,500千円）0件
○防犯灯設置維持管理助成事業：36,877千円
 【内訳】・設置費補助金　3,896千円（共架式 115灯、独立式 30灯）
　　　　 ・維持管理費補助金　　電気料 29,128千円（17,338灯）
　　　　　　　　　　　　　　　 補修費  3,853千円（172灯）

地域力向上事業
○市民提案による住みよい地域づくり助成事業：4,400千円
○区民活動・文化振興事業：1,991千円
○区課題解決事業：4,397千円

行政連絡文書配布事業 行政連絡文書の配布を自治会に委託するための経費 (111,908世帯）



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 
第３次浜松市子供読書活動推進計画（案）のパブリック・コメント 

実施について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

〇趣旨 
・市民の子供の読書活動についての関心と理解を深め、家庭・

地域・図書館・学校等の連携による取組をいっそう推進す

るための指針として策定するもの。 

〇背景 

・子供を取り巻く環境が大きく変化する中、読書は子供たち

の豊かな心を育み、生きる力を高める活動として価値が再

認識され、さらなる推進が求められている。 

〇経緯 

・平成 13年「子どもの読書活動の推進に関する法律」施行 

・平成 14 年 国が「子どもの読書活動の推進に関する基本的な

計画」策定 

・平成 19年「浜松市子ども読書活動推進計画」策定 

・平成 24年「第２次浜松市子ども読書活動推進計画」策定

対象の区協議会 全区協議会 

内  容 

第３次浜松市子供読書活動推進計画（案）のパブリック・
コメント実施について概要を説明するとともに、内容につい
て協議するもの。 

〇第３次浜松市子供読書活動推進計画（案）の構成（案） 
第１章 基本的な考え方 
第２章 子供の読書活動をめぐる動き 
第３章 第２次推進計画期間における 

子供の読書活動の現状と課題 
 第４章 浜松市の子供の読書活動の推進方策 

〇推進計画（案）のポイント 
・発達段階に応じた取組の充実（第３章） 
・「目指す子供像」の実現に向けた、家庭・地域・図書館・学

校等の連携（第４章） 
・一人一人の読書環境を支える取組の充実（第４章の４） 

〇計画の期間 
令和４年度から令和 13年度（10年間）※中間年に見直し予定

備 考 
（答申・協議結果を得た

い時期、今後の予定など）

パブリック・コメント実施（案の公表、意見募集） 

            令和３年９月 15 日～10 月 15 日 

市の考え方公表時期   令和４年１月予定 

実施時期または施行時期 令和４年４月予定 

担当課 中央図書館 担当者 松原 祐記子 電話 456-0234 

協議－ア 











 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 
 第 11次浜松市交通安全計画（案）のパブリック・コメントの実施に 

ついて 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等） 

○計画策定の背景・経緯 

・本計画は、浜松市域における交通安全に関する長期的な施策を

総合的かつ計画的に推進するための施策の大綱として策定。 

・交通安全対策基本法第26条第1項の規定及び国・県の計画を踏

まえ、昭和46年から5ヶ年ごとに策定している。 

○第10次計画の目標及び令和2年の実績 

・第 10 次浜松市交通安全計画（平成 28 年度から令和2 年度）の

計画期間においては、市民や事業者、関係団体等が事故防止に

取り組んだ結果、最終年の令和２年には人身交通事故件数が

5,570 件、死者数が 17 人となり、それぞれ、目標である 6,000

件以下、17人以下を達成した。 

・依然として悲惨な死亡事故や多くの交通事故が発生しているこ

とから、さらなる交通事故防止対策が必要である。 

対象の区協議会 全区協議会 

内  容 

第 11 次浜松市交通安全計画（案）のパブリック・コメント

実施について概要を説明するとともに、内容について協議する

もの。 

○第11次浜松市交通安全計画（案） ※別添資料参照 

市内の人身交通事故の推移 

現状と課題 

基本理念 

基本方針 

重点施策 

推進体制 

計画期間・目標 

用語集 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

パブリック・コメント実施（案の公表、意見募集） 

令和3年9月15日～10月15日 

市の考え方の公表時期   令和3年12月 

施行時期        令和4年1月 

担当課 道路企画課 担当者 阿部 一樹 電話 457-2232 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。

協議－イ 



https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp

 kotsuanzen@city.hamamatsu.shizuoka.jp 











 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名  史跡 蜆塚遺跡保存活用計画の策定について（中間報告） 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

〇計画の目的 

・国指定史跡である蜆塚遺跡が持つ価値と構成要素を明確化し、隣接す

る浜松市博物館を含め、史跡を適切に保存・活用していくための基本

方針及び整備の方向性等について定める。 

〇背 景 

・文化財保護法の改正（平成 31 年）により、文化財所有者又は管理者

が保存活用計画を作成し、国へ認定申請ができるようになった。認定

後は補助金交付が円滑になるなど、優遇措置が受けられる。 

〇経 緯 

・令和２年度～ 計画策定に関する情報収集（現状把握）、基本方針の

検討を開始。また、「史跡蜆塚遺跡保存活用検討会」（以下、検討会）

を設置して協議を開始。文化庁と計画策定に関する事前協議を継続中

・令和３年度  保存・活用を考える市民ワークショップ開催。史跡を

めぐる現状と課題、目指す姿などの整理を実施 

対象の区協議会  中区協議会 

内  容 

「史跡 蜆塚遺跡保存活用計画」の概要を説明するとともに、内容につ

いて協議するもの。 

〇計画の構成 

１調査研究 

・これまでに発掘調査された遺構や出土品等を再検証する 

とともに、最新の研究手法に基づく調査研究や発掘調査等を通じて、

蜆塚遺跡の全体像を究明する。 

２保 存 

・周辺環境との調和を図りながら、遺跡の本質的な価値を 

将来にわたって確実に継承できるよう最大限留意し、適切な保存・管

理を行う。 

３活 用 

・調査研究を通じて得られた遺跡の本質的な価値を分かり 

やすく伝えるとともに、縄文文化を学ぶ機会を広く提供する。 

４整 備 

・蜆塚遺跡の本質的価値の保存に留意し、都市集客核とし 

て縄文時代の景観と暮らしが体感できる整備を進める。 

５運営体制 

・史跡の目指すべき姿を実現するため、行政だけでなく市民・企業・大

学・研究機関等と連携した運営体制を構築する。 

備 考 
（答申・協議結果を得たい時

期、今後の予定など） 

≪今後の予定≫ 

令和３年度 検討会での協議、文化庁との協議を経て年度末までに保存

活用計画策定 

令和４年度 保存活用計画国認定申請、整備基本計画策定 

令和５年度以降 整備実施設計、整備工事

担当課 文化財課 担当者 鈴木 京太郎 電話 456-2208（博物館） 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

協議－ウ 



別紙

蜆塚遺跡をめぐる現状と課題 

蜆塚遺跡における貝塚の範囲と主要施設の位置関係 

蜆塚遺跡が目指す姿 

国の史跡を未来に向けて確実に継承するとともに、縄

文時代の貝塚を伴う環状集落に関する調査研究を進

め、その本質的価値を顕在化させることで、多くの

人々が遺跡の魅力を感じられる姿を目指す。 

景観再現を阻害している施設 
（貝塚展示施設） 

（住居跡保存施設） 

範囲が不明確な貝塚 

老朽化した施設 

現代的な構造物 
（花壇・石碑） 

（植木・垣根など） 

蜆塚遺跡のガイダンス

機能が不充分 

遺跡を分断するアスファルト道路 

範囲が不明確な貝塚 

景観再現を阻害している施設 
（貝塚展示施設） 

使われていない墓地 

全体的な現状と課題 

・既存整備の総括的評価がなされていない 

・過去の発掘調査記録や出土品の整理が不充分 
・遺構保護状況の把握が進んでいない 
・サインが不統一 

範囲が不明確な貝塚 



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名 
 令和３年度中区地域力向上事業「市民提案による住みよい地域づくり

助成事業」二次募集の選考結果について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

― 

対象の区協議会 中区協議会 

内  容 

令和３年度中区地域力向上事業「市民提案による住みよい

地域づくり助成事業」二次募集について、区協議会委員にご

意見をうかがい、採択・不採択を決定したため、その結果を

報告するもの。 

詳細は別紙のとおり 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

担当課 中区区振興課 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。

報告－ア



令和３年度　中区地域力向上事業（助成事業）　二次募集・提案事業一覧

№
事業名
団体名

採択
実績

時期・場所等 事業の概要 事業費 主な経費
補助額
（※）

採択・不採択

1
「スマイルスポーツクラブ」

スマイルスポーツクラブ
R2

時期：10月～3月の毎週水曜日
場所：浜松学院大学体育館ほ
か
参加：800人（延べ）

放課後の子どもの居場所つくりのため、大学生が橋渡しとなり、スポーツ（運動遊び）を通して、子どもの健全育成や社会性を養う場を
提供する事業。
○浜松学院大学体育館等で毎週水曜日（16：00～18：00）に実施
○異学年、様々な学校から集う子どもたちが一緒にできるスポーツとして、鬼ごっこを活動の中心に据えて行う。
○年数回、伝承遊び、バレーボール、タグラクビ―の講師を招き、その遊びやスポーツの楽しさを体験する。

212千円
●講師謝礼：80千円
●教材：84千円

80千円 採択

2
「親子自転車交通安全教室」

浜松自転車協会
新

時期：10/1～3/31
（冬休み前か春休み前に実施）

場所：中区内小学校
参加：40～60人

子供達の自転車による交通事故を無くすため、親子自転車交通安全教室を開催する事業。
○中区内小学校にて冬休み前か春休み前に実施
○路上での走行を通じて、実際の道路状況に見合った走行方法を身に付ける。
○校庭を利用し、自転車に乗る技術を向上させる練習を行う。

187千円
●アルバイトスタッフ賃金：79千円
●消耗品：70千円

93千円 採択

※「補助額」は、提案者が希望する未決定の額



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   □協議事項   ■報告事項 

件  名  元城小学校跡地の発掘調査成果について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

〇発掘の目的 

・浜松城公園長期整備構想（平成 26 年２月）に基づき、元

城小学校跡地の活用に係る情報を得るため、地下に埋もれ

た浜松城の遺構を確認することを目的とする。 

〇経 緯 

・令和元年度  遺構残存状況の確認 

・令和２年度  確認された遺構の詳細調査 

 ※令和２年９月の中区協議会において調査成果報告 

・令和３年度  確認遺構の補足調査 

対象の区協議会  中区協議会 

内  容 

令和３年度に実施した発掘調査の成果を報告するもの。 

〇主な成果 

 令和２年度までに確認した遺構の詳細を明らかにした。 

（１）本丸を囲む石垣の詳細把握 

（２）二の丸の建物基礎（御殿基礎か）の詳細把握 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

担当課 文化財課 担当者 和田 達也 電話 
542-3660 

（地域遺産センター）

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。 

報告－イ 



令和３年度 元城小学校跡地における発掘調査成果 

期  間 令和３年６月 21 日～令和４年１月（予定） 

調査面積 約 1,180 ㎡ 

調査主体 浜松市（主管：文化財課） 

目  的 浜松城公園長期整備構想に係る内容確認 

調査成果（既往の調査を含む）  

①本丸（堀と石垣） 

②御誕生場（井戸など） 

③二の丸（建物基礎など） 

令和元年度からの調査で、戦国時代から江戸時代に至

る浜松城に関連する遺構を広範囲で確認している。令

和３年度は本丸の石垣と二の丸の建物基礎の詳細を

明らかにした。 

建物の基礎 

本丸北東部の石垣 


